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１．研究計画の概要
本研究では、展望的記憶及び情動と記憶の

関係に注目し、記憶に及ぼす時間的展望性及
び情動性の効果を検討する。記銘語に対する
精緻化情報を時間区分（過去、未来）と情動区
分（快、不快）の組合せによって操作し、上記の
効果を検討するのが第１の目的である。また、記
憶は個人差要因の影響を受けるが、情動性に
関する個人差と記憶成績との関連性はほとんど
明らかにされていない。そこで、第２の目的は情
動を処理する能力を情動知能尺度（ESCQ;
Takšić, 2002；WLEIS，Wong & Law, 2002)の
日本版によって査定し、情動知能の個人差が、
記憶に与える影響を検討することである。さら
に、記銘語に関連する人物情報に対する情動
性の違いが、記憶に及ぼす効果を検討すること
が第３の目的である。
２．研究の進捗状況

(1)時間と情動の組合せ（目的１） 精緻
化情報が過去である場合が，未来である場
合よりも再生率が高かった。これは未来よ
りも過去の出来事の方が情報量が多いこと
によるものと考えられた。ただし，時間と
情動との組合せによる顕著な違いは明らか
にならなかった。そこには，記銘語の情動
性よりも記銘語から想起される過去もしく
は未来の出来事の情動性が反映していた。

(2)情動知能の個人差（目的２） 情動知
能尺度の日本版は，成人版（Toyota,Morita,
& Takšić, 2007)，高校生版（豊田・酒井,
2008)及び中学生版（豊田・桜井,2007)を

開発した。記憶と情動知能の関係において
は，情動知能の高い者は，記銘語から想起
された過去の出来事の情動性に関係なく，
記銘語を再生できるが，情動知能の低い者
は情動性の強い快もしくは不快な過去の出

来事を想起した場合が，中立的な出来事を
想起した場合よりも再生率が高かった。ま
た，過去及び未来の出来事の両方を想起さ
せた場合，情動知能の高い者は，過去でも
未来でも情動の強い快もしくは不快な出来
事を想起した場合が，中立的な出来事を想
起した場合よりも再生率が高かった。しか
し，情動知能が低い者では，未来の出来事
を想起した場合に情動性による再生率の違
いはなかった。これは，情動知能が低い者
は未来の出来事の情動を処理することが難
しく，情動の強い快や不快な未来の出来事
を記銘語を検索する際の手がかりとして利
用できない可能性が示唆された。

(3)人物情報の情動性の違い(目的３）
記銘語に対する精緻化情報が人物情報で

ある場合が，意味情報である場合よりも再
生率が高いこと，人物情報に対する情動性
（快，不快）及び記銘語に対する適合性に
よって再生率の異なることが示された。

(4)その他 情動知能の個人差が孤独感や
自尊感情といった生活適応の指標と関連す
ることが示された。また，居場所（「安心で
きる人」）が孤独感に及ぼす効果に情動知能
が介在する要因であることも明らかにした。
３．現在までの達成度

①当初の計画以上に進展している。
設定した３つの目的をほぼ達成し，情動

知能と生活適応の関連も明らかにしている。
特に，情動知能尺度の開発は成人版，高校
生，中学生用と発達的な考慮も行っている。
また，記憶との関連では情動知能による精
緻化情報としての過去もしくは未来の出来
事の利用の違いを明確にした。このことは，
本研究の達成度を評価する上で特に顕著な
成果と位置づけられる。



４．今後の研究の推進方策
(1)記憶と情動の関係に関する文献整理
本研究での３つの目的に対応する成果を

整理し，Talmi et al.(2007) に代表される従来
の研究をさらに詳細に展望し，残された研
究課題を明確にする。

(2)情動の組合せと自己選択効果 記憶に
おける自己選択効果の研究では，情動知能
の個人差を検討していない。記銘語対の情
動性の組合せ（快－快，快－不快，不快－
不快）を設定し，情動知能の高い者と低い
者との自己選択効果の大きさを比較する。
５．代表的な研究成果
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者
には下線）
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